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『インクレチン時代の糖尿病診療』

インクレチンは主として食後のインスリン分泌を促進し、

血糖コントロール改善するのみならず、糖尿病の成因で

ある膵β細胞の脆弱性や肥満に影響するだけではなく、

糖尿病の合併症への作用も期待されている。このような

インクレチン作用を発揮する薬剤が日本の臨床の場にも

登場した。　　　　　　　


